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【緒言】熱活性化遅延蛍光(TADF)発光材料は高価なイリジウムや白金を用いずに内部量子効率 100%
を実現するため、有機 EL デバイスの高効率化と低コスト化の両立が可能である 1~3)。しかしながら、

水色~オレンジ色領域では高効率が達成されているものの、深青色領域では、低い外部量子効率に留ま
っている。本研究では、ドナー部位としてアクリジン(Ac)、アクセプター部位としてジフェニルピリミ
ジン(PM)を含有する新規 TADF材料 Ac–XMHPM(X=1, 2, 3)の開発を行った。メチル基の導入により、
励起一重項と三重項エネルギーを制御し、高効率な深青色有機 ELを実現することを目指した。 
【実験】Ac–XMHPM の化学構造を Fig. 1 に示す。ホスト材料 (bis[2-(diphenylphosphino) phenyl]ether 
oxide (DPEPO)にAc–XMHPMを 20 wt%ドープした薄膜を作製し、積分球にて絶対発光量子収率(PLQY)
を評価した。また、ストリークカメラにより単膜のリン光スペクトルを評価した。最後に、素子構造 
[ ITO / Triphenylamine-containing polymer : 4-isopropyl-4’-methyldiphenyliodonium tetrakis 
(pentafluorophenyl)borate (PPBI) (20 nm) / di-[4-(N,N-ditolyl-amino)-phenyl] cyclohexane (TAPC) (20 nm) / 
N,N-dicarbazoyl-3,5-benzene (mCP) (10 nm) / 20wt% Ac–XMHPM-doped DPEPO (20 nm) / DPEPO (10 nm) / 
3,3’’,5,5’-tetra(3-pyridyl)-1,1’;3’,1’’-terphenyl (B3PyPB) (30 nm)/ LiF (0.5 nm)/Al (100 nm)]の有機ELデバイ
スを作製し、特性評価を行なった。 
【結果と考察】 DPEPOにドープした Ac–1MHPMc, Ac–2MHPM, Ac–3MHPMの PLQYは それぞれ
75%, 71%, 47%、発光波長は 481 nm, 477 nm, 454 nmを示した。また、単膜のリン光スペクトルの立ち
上がりより、三重項エネルギーはそれぞれ 2.95 eV, 2.78 eV, 2.76 eVと見積もった。Ac–3MHPMを用い
たデバイスにおいて深青色発光 (CIE (0.16,0.15))を示し、最大外部量子効率 18 %、最大電力効率 20 
lmW–1、低駆動電圧 3.25 V (1 cd m–2時)が実現し、これまでに報告されている深青色発光領域において
世界最高水準の効率を示した。当日は分子構造と励起一重項-三重項状態の関係も述べる。 
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Fig.1 Chemical structure of Ac–XMHPMs and performances of Ac–XMHPM-based OLEDs. 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)14p-302-8 

© 2017年 応用物理学会 11-079 12.4

 


